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１
８
０
㎝
、
１
３
１
㎏
。
精せ

い

悍か
ん

な
顔
立
ち
。

若
隆
景
は
幕
内
平
均
よ
り
30
㎏
も
軽
い
。
だ
が

肩
や
脚
部
の
筋
肉
は
隆
々
。
こ
こ
数
場
所
で
急

速
に
力
を
つ
け
た
。
低
く
鋭
い
立
ち
合
い
。
相

手
の
肘
を
外
側
か
ら
絞
る
よ
う
に
押
し
あ
げ
る

〝
お
っ
つ
け
〞
は
強
烈
。
大
型
力
士
も
浮
き
あ

が
る
。
そ
れ
を
強
く
し
な
や
か
な
足
腰
が
支
え

る
。
巧
さ
に
パ
ワ
ー
が
つ
い
て
き
た
。

　
花
道
の
奥
。
涙
ぐ
ん
で
迎
え
た
の
は
、
付
き

人
で
長
兄
の
若わ

か

隆た
か

元も
と

。
次
兄
は
前
頭
の
若わ

か

元も
と

春は
る

。

親
方
は
三
兄
弟
に
「
三
本
の
矢
」
の
逸
話
で
有

名
な
毛も

う

利り

元も
と

就な
り

の
子
供
の
名
を
つ
け
た
。
兄
弟

は
競
い
あ
う
。
最
も
体
の
小
さ
い
末
弟
は
、
厳

し
い
稽
古
を
積
む
。
過
去
の
軽
量
横
綱
の
取
り

口
を
研
究
し
、
自
分
の
型
を
作
っ
た
。

　
解
説
者
、
北き

た

の
富ふ

士じ

は
「
一
気
に
強
く
な
っ

て
き
た
頃
の
千ち

代よ

の
富ふ

士じ

に
似
て
き
た
」
と
言

う
。
そ
れ
ま
で
の
千
代
の
富
士
は
、
小
さ
な
体

で
力
任
せ
に
振
り
回
し
て
い
た
。
脱
臼
も
多
く

低
迷
し
て
い
た
が
、
あ
る
時
期
変
身
し
た
。
低

く
鋭
い
出
足
。
右
前
み
つ
に
左
上
手
を
浅
く
引

き
、
土
俵
の
外
に
一
直
線
。
攻
め
て
い
れ
ば
怪

我
は
な
い
。
わ
ず
か
一
年
で
関
脇
か
ら
横
綱
に

駆
け
登
っ
た
。
並
外
れ
た
稽
古
量
。
鋼は

が
ね

の
体
と

不
屈
の
精
神
で
一
時
代
を
築
い
た
。

　
決
定
戦
、
巨
漢
高た

か

安や
す

の
寄
り
に
土
俵
際
に
つ

ま
る
。
絶
体
絶
命
！
だ
が
膝
に
余
裕
が
あ
っ
た
。

沈
み
こ
ん
で
上
手
を
引
き
、
土
俵
伝
い
に
回
り

投
げ
を
う
つ
。
こ
の
圧
力
な
ら
耐
え
ら
れ
る
。

鍛
え
た
体
が
自
然
に
反
応
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
３
月
に
遡

さ
か
の
ぼる
。
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
。

コ
ロ
ナ
の
収
束
も
見
え
な
い
。
昨
年
に
続
く
地

震
。
重
苦
し
い
空
気
を
吹
き
払
う
慶
事
が
あ
っ

た
。
只
見
高
校
が
21
世
紀
枠
で
春
の
選
抜
野
球

大
会
に
出
場
し
た
。
過
疎
化
が
進
む
地
域
の
小

規
模
校
。
創
意
工
夫
で
豪
雪
地
帯
の
ハ
ン
デ
ィ

を
乗
り
越
え
て
き
た
等
の
理
由
に
よ
る
。
只
見

町
は
会
津
最
奥
の
地
。
電
源
開
発
に
沸
い
た
時

期
も
あ
っ
た
が
今
は
人
口
４
千
人
ほ
ど
に
。

　
小
さ
な
町
の
小
さ
な
高
校
。
町
民
や
行
政
と

一
体
と
な
り
廃
校
の
危
機
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

15
人
の
部
員
は
体
育
館
を
共
同
使
用
し
、
駐
輪

場
も
練
習
場
に
し
た
。
私
立
の
強
豪
に
破
れ
た

が
、
甲
子
園
に
爽
や
か
な
一
陣
の
風
が
吹
き
ぬ

け
た
。
野
球
を
愛
し
、
故
郷
を
愛
す
る
若
者
た

ち
。
高
校
野
球
の
原
点
が
こ
こ
に
あ
る
。

　
福
島
市
出
身
の
若わ

か

隆た
か

景か
げ

が
優
勝
し
た
。
新
関

脇
で
は
双ふ

た

葉ば

山や
ま

以
来
86
年
、
本
県
で
は
相
馬
市

出
身
の
栃と

ち

東あ
ず
ま

以
来
50
年
振
り
の
快
挙
。
昭
和
47

年
１
月
の
千
秋
楽
。
私
は
国
技
館
の
最
後
列
に

い
た
。
土
俵
は
上
位
陣
の
不
振
や
休
場
で
大
荒

れ
。
小こ

兵ひ
ょ
う

栃
東
の
相
手
は
大
関
清き

よ

國く
に

。
低
く
当

た
り
、
左
を
差
し
上
手
を
引
く
。
機
を
見
て
の

出
し
投
げ
が
見
事
に
決
ま
っ
た
。
あ
の
一
番
は

館
内
の
興
奮
と
共
に
心
に
焼
き
つ
い
て
い
る
。

栃と
ち

若わ
か

対
決
に
心
が
踊
っ
た
。
多
彩
な
技
を
繰

り
出
す
粘
り
の
栃と

ち

錦に
し
き

。
胸
を
合
わ
せ
投
げ
飛
ば

す
力
の
若わ

か

乃の

花は
な

。
マ
ム
シ
と
荒
法
師
。
小
兵
同

士
の
攻
防
戦
は
ま
さ
に
死
闘
。
水
入
り
は
何
度

も
あ
る
。
大お

お

銀い
ち
ょ
う杏
が
切
れ
ざ
ん
ば
ら
髪
に
な
っ

た
こ
と
も
。
主
役
に
は
脇
役
が
欠
か
せ
な
い
。

こ
の
頃
福
島
県
出
身
の
名
力
士
が
い
た
。

信し

の

ぶ夫
山や

ま

は
伊
達
市
保
原
の
出
身
。
体
重
は

１
０
０
㎏
そ
こ
そ
こ
。
鋭
い
出
足
か
ら
も
ろ
差

し
に
な
り
一
気
に
寄
る
。〝
土
俵
の
砂
に
二
本
の

レ
ー
ル
跡
が
残
る
〞。
６
度
の
技
能
賞
に
輝
き

関
脇
に
昇
っ
た
。
同
い
年
で
い
わ
き
市
出
身
の

時と
き

津つ

山や
ま

が
い
た
。
恵
ま
れ
た
体
格
で
平
幕
全
勝

優
勝
。
大
関
目
前
だ
っ
た
が
、
投
げ
に
こ
だ
わ

り
過
ぎ
、
気
分
に
ム
ラ
が
あ
っ
た
。

　
栃
東
は
栃
錦
に
鍛
え
ら
れ
た
。
終
始
頭
を
あ

げ
ず
く
ら
い
つ
く
相
撲
で
関
脇
に
な
る
。
殊
勲

賞
４
回
、
技
能
賞
６
回
。
技
能
派
大
関
の
声
も

か
か
っ
た
が
怪
我
で
果
た
せ
な
か
っ
た
。
望
み

は
息
子
の
２
代
目
栃
東
が
達
成
し
た
。
本
市
東

出
身
の
斉さ

い

須す

。
昭
和
58
年
、
長
身
か
ら
の
突
っ

張
り
と
寄
り
で
前
頭
２
枚
目
ま
で
昇
っ
た
。
あ

の
頃
の
地
元
の
盛
り
上
が
り
は
す
ご
か
っ
た
。

　
５
月
場
所
。
前
半
の
若
隆
景
は
精
彩
を
欠
い

た
。
勝
と
う
と
す
る
余
り
体
が
動
か
な
い
。
相

手
も
弱
点
を
つ
い
て
く
る
。
中な

か

日び

で
３
勝
５
敗
。

こ
こ
で
吹
っ
切
れ
た
か
、
本
来
の
相
撲
に
戻
る
。

お
っ
つ
け
が
冴
え
大
関
陣
を
撃
破
。
二
桁
に
は

届
か
な
か
っ
た
が
、
苦
し
い
場
所
を
乗
り
切
っ

た
。
大
関
へ
の
道
は
確
実
に
開
け
て
き
た
。

「
大
関
へ
の
道
」

市長の手控え帖
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